
 

校内における GNSS測量機を用いた基準点測量実習の実施 

熊本県立熊本工業高校 土木科 

１ 目的 

 平成３０年度から始まった文部科学省指定の SPH（スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール）事

業の取り組みにおいて、本校土木科では災害に対応できる知識・技術を身に付けるために様々な実習や体

験学習に取り組んでいる。今回は、測量を実際の業務として行われている技術者の方から GNSS測量機を

用いた基準点測量を学び、自身のスキルアップにつなげる。またこの実習で学ぶ知識・技術が災害時にど

のように活かされるのかを想像できるようになる。 

※GNSS・・・人工衛星からの信号を用いて位置を決定する衛星測位システムの総称 

２ 日時   2019年 4月 17日（水）～ 3年生課題研究及び実習時に実施 

３ 協力企業 水野建設コンサルタント株式会社 

４ 対象   土木科 3年生 課題研究コンサルタント班 13名 職員 2名 

５ 成果 

（１）GNSSを用いた基準点測量の基礎知識についての講義 

実際に GNSS測量の実技講習に入る前に、GNSS測量についての基礎知識を学ぶため、本校 CAD室に

て技術者の方に講義をしていただいた。 

（２）GNSS測量機を用いた基準点測量実習 

講義が終わった後、実際に校内で 2級基準点測量を設置する実習を行った。生徒は GNSS測量機を扱う

ことが初めてということもあり、器械の据え付け方法や受信アンテナの取り付けなどの基本的な内容から

丁寧に指導していただいた。生徒は自らの手で校内に基準点を設置できるということで積極的に実習に取

り組んでいる様子であった。また、実習の終盤には災害後の基準点測量の話もしていただき、災害復旧時

の作業と今回の実習を関連づけて学ぶことが出来た。 

（３）基準点の金属
きんぞく

鋲
びょう

の埋設作業 

 ＧＮＳＳ測量の設定・準備が終了し、衛星の信号を受信している時間に№１～№６までの各測点に基準

点を表す金属鋲の埋設作業を行った。内容はドリルでコンクリートに穴をあけ、構造物用のボンドで金属

鋲を固定するというものだった。ボンドの量の調整、金属鋲の印を北に向けることなどを意識し、丁寧に

作業を行った。 

 



 

 


